
年休切捨て実態

総人員 17,696人 65.5%

10日以上 8,291人 30.7%

164,053 6.1
総切捨て日数
（日、日/人）

平均行使日数(日)

切捨て

年度 2008

16.5

(人・日・％）

59.7%

57.4%

52.6%
37.3%

35.3%

HIワークに関する意識（09年春闘処遇意識調査）

ＨＩワーク手当ては適切
効率的な働き方ができている

仕事と生活の調和がとれる

健康管理時間などの管理は適切

自分の裁量で業務が遂行できる

日
立
関
連
の
職
場
で
は
、

不
況
の
影
響
も
あ
り
長
時
間

労
働
は
一
定
の
改
善
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
繁
忙
職
場
で

は
相
変
わ
ら
ず
の
長
時
間
労

働
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
横
行

し
て
い
ま
す
。

電
機
労
働
者
懇
談
会
が
今

取
組
ん
で
い
る
「
10
年
生
活

改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
活

動
で
も
、
「
残
業
時
間
が
多

く
家
族
と
接
す
る
時
間
が
な

い
」
「
裁
量
労
働
に
な
っ
て

残
業
代
（
賃
金
）
が
下
が
っ

た
」
正
確
な
残
業
を
申
告
で

き
な
い
現
状
で
す
」
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
全
く
改
善
さ
れ

な
い
」
「
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
立
労
組
は
、
長
時
間
労

働
縮
減
を
重
要
な
柱
と
し
て
、

「
働
き
方
改
革
」
に
取
組
ん

で
い
ま
す
が
、
実
効
あ
る
も

の
に
す
る
に
は
、
抜
本
的
な

見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
を

適
正
運
用
に
改
善
を

日
立
労
組
の
組
合
員
の
約

７
割
が
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
（
裁
量

勤
務
）
で
働
い
て
い
ま
す
。

09
年
処
遇
調
査
で
は
、
自

分
の
裁
量
で
業
務
が
遂
行
で

き
て
い
る
は
57
・
４
％
で
す
。

Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
の
適
正
運
用

の
た
め
に
は
、
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク

適
用
除
外
の
月
１
０
０
時
間

を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
人
員
不
足
（
作
業
量
と

の
ア
ン
マ
ッ
チ
）
の
補
充
が

必
要
で
す
。

年
休
の
完
全
行
使
を

職
場
全
体
で

日
立
社
員
の
年
休
付
与
日

数
は
勤
続
１
年
以
上
で
年
間

24
日
で
す
が
、
08
年
の
年
休

平
均
行
使
日
数
は
16
・
５
日

で
す
。
非
正
規
労
働
者
は
年
休
付

与
日
数
が
少
な
く
、
し
か
も

取
り
づ
ら
い
環
境
に
あ
り
ま

す
。
社
員
が
非
正
規
労
働
者

の
年
休
を
保
障
し
行
使
の
後

押
し
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
。

職
場
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み

に
完
全
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

「
09
時
短
取
組
日
」
で

時
短
は
本
末
転
倒

日
立
労
組
は
、
長
時
間
労

働
縮
減
策
の
一
つ
と
し
て
、

「
09
時
短
取
組
日
」
は
約
５

％
の
労
働
時
間
短
縮
に
当
た

る
と
し
て
、
完
全
行
使
を
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
会

社
が
緊
急
業
績
改
善
対
策
と

し
て
、
社
員
に
３
％
～
５
％

の
賃
金
カ
ッ
ト
と
い
う
痛
み

を
強
い
て
い
る
も
の
で
、

「
働
き
方
改
革
」
か
ら
は
本

末
転
倒
で
す
。

繁
忙
な
職
場
で
は
、
「
時

短
取
組
日
は
休
ん
で
代
わ
り

に
土
曜
日
に
出
勤
し
て
い
る
」

と
い
う
実
態
も
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
者
の

場
合
は
、
時
短
取
組
日
の
出

勤
は
無
給
で
す
。
「
09
時
短

取
組
日
」
は
一
刻
も
早
く
止

め
る
べ
き
で
す
。
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日立懇

「電機懇」2010年生活改善要求

アンケートにご 協 力 を
☆アンケート用紙に記入して投函ください。

☆日立懇のＨＰからＷｅｂでも回答できます。

日立労組が取組む「働き方改革」は

実効ある労働時間短縮の実現を

改



人
減
ら
し
優
先
で

働
く
者
の
雇
用
・
生
活
は
？

作
業
量
が
激
減
し
て
い
る
と
人
員

が
減
ら
さ
れ
て
、
こ
の
時
期
で
も
汗

を
か
き
か
き
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々

で
す
。
朝
礼
で
は
円
高
が
進
み
生
産

を
海
外
移
転
し
な
い
と
明
日
に
も
会

社
が
倒
産
し
そ
う
だ
、
と
の
話
で
す
。

多
く
の
企
業
の
業
績
赤
字
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
工
機
で
は
「
百
年
に

一
度
」
と
言
わ
れ
る
不
況
で
も
、
か

つ
て
の
二
ケ
タ
に
迫
る
利
益
率
と
は

行
か
な
く
て
も
、
景
気
の
良
か
っ
た

時
期
の
普
通
の
会
社
並
の
黒
字
経
営

で
す
。
雇
用
確
保
な
ど
の
社
会
的
責

任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
立
工
機
）

賞
与
支
給
で
の
声

今
回
か
ら
、
紙
で
の
賞
与
支
給
書

の
手
交
（
手
渡
し
）
が
な
く
な
り
、

個
人
へ
の
メ
ー
ル
配
信
の
み
と
な
っ

た
。
「
手
交
の
雰
囲
気
は
ど
う
も
馴

染
め
な
か
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
。
労
働
組
合
は
、
一
時

金
（
賞
与
）
は
賃
金
の
一
部
、
と
い

う
考
え
方
な
の
で
、
給
与
と
同
じ
メ
ー

ル
配
信
の
み
と
な
っ
た
の
は
良
か
っ

た
の
か
も
。

一
時
金
の
事
業
部
門
評
価
で
（
情

制
）
は
、
６
月
に
続
き
最
高
ラ
ン
ク

の
「
Ⅰ
」
と
な
っ
た
。
成
果
報
酬
は

総
合
職
６
級
で
＋
６
万
円
の
は
ず
。

し
か
し
、
会
社
の
「
09
年
緊
急
業
績

改
善
対
策
」
に
よ
る
賃
金
３
％
カ
ッ

ト
で
支
給
総
額
が
大
幅
に
下
が
っ
て

い
る
た
め
に
、
そ
の
恩
恵
は
見
ら
れ

な
い
。
「
成
果
を
上
げ
て
最
高
評
価

に
な
っ
て
も
、
全
体
が
悪
け
れ
ば
上

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
」
（
情
制
）

こ
れ
か
ら
が
大
変

旧
佐
和
工
場
で
早
期
退
職
応
募
し

た
人
は
、
6
ヶ
月
の
自
己
啓
発
期
間

も
終
わ
り
真
に
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
雇
用
保
険
と
職
探
し

と
言
い
ま
す
。
職
は
無
い
し
、
雇
用

保
険
も
自
己
都
合
退
職
の
為
3
ヶ
月

間
の
待
機
期
間
が
あ
り
大
変
で
す
。

（
旧
佐
和
）

ボ
ー
ナ
ス
支
給
で
の

ラ
ン
ク
付
け
は
廃
止
を

「
電
力
会
社
（
事
業
部
）
は
赤
字

だ
け
れ
ど
も
赤
字
額
が
減
少
し
改
善

の
き
ざ
し
が
あ
る
の
で
ラ
ン
ク
が
Ⅲ

か
ら
Ⅱ
に
な
り
、
夏
よ
り
も
多
い
額

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
総
額
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
で
受
け
取
っ
て

み
る
と
上
が
っ
た
気
が
し
な
い
。
黒

字
に
な
っ
た
ら
ラ
ン
ク
が
上
が
る
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
か
、
他
の
事
業
部
の
業

績
が
悪
い
の
で
電
力
は
赤
字
で
も
ラ

ン
ク
を
上
げ
た
の
か
。
事
業
部
の
業

績
は
世
界
の
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
を
見
据
え
て
の
経
営

責
任
が
会
社
側
に
あ
る
。
そ
こ
で
働

く
労
働
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
ラ
ン

ク
付
け
に
は
無
理
が
あ
る
、
も
う
ラ

ン
ク
付
け
を
廃
止
し
た
ら
。
（
国
分
）

熊
野
神
社
の
お
札

毎
年
恒
例
の
山
手
工
場
の
裏
に
あ

る
熊
野
神
社
の
お
札
の
申
し
込
み
が

く
る
。
個
人
的
に
は
神
社
や
お
寺
へ

初
詣
な
ど
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
会

社
組
織
が
特
定
の
宗
教
を
従
業
員
に

推
奨
す
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

宗
教
的
統
一
思
想
が
日
立
の
会
社
風

土
を
い
か
に
ダ
メ
な
も
の
し
て
い
る

こ
と
か
。
日
立
の
発
想
が
発
展
し
な

い
原
因
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
さ
え
思
う
。

（
旧
国
分
）

来
年
の
選
挙
の
前
に

や
る
べ
き
こ
と
を

組
合
か
ら
来
年
夏
の
参
議
院
議
員

選
挙
の
組
織
内
候
補
者
の
支
持
者
カ
ー

ド
が
配
布
さ
れ
た
。
「
も
う
来
年
の

選
挙
な
の
」
と
、
「
政
権
交
代
し
て

何
か
変
わ
っ
た
か
」
「
民
主
党
の
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
、
派
遣
法
の
改
正
や

最
低
賃
金
の
一
律
千
円
以
上
な
ど
は

実
現
で
き
る
の
か
」
の
声
。
組
合
は

念
願
の
政
権
交
代
で
、
職
場
の
要
求

実
現
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動
す
る

の
か
と
期
待
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ

新
し
い
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
組
合

員
を
失
望
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
前
に
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
（
情
制
）

事
業
仕
分
け
で

補
助
金
カ
ッ
ト

民
主
政
権
に
な
り
「
事
業
仕
分
け
」

と
か
、
税
金
の
無
駄
を
省
く
こ
と
は

良
い
事
で
す
が
、
今
ま
で
国
か
ら
の

補
助
金
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
研
究

開
発
費
が
削
減
さ
れ
、
研
究
開
発
が

思
う
よ
う
に
行
か
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
研
究
者
は
辛
い
立
場
に
。
本

来
は
自
前
の
研
究
開
発
費
で
や
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
。

（
日
立
）

今
年
一
年
、
日
立
懇
に
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
立
懇
は
働
く
者
の
生
活
と
権

利
を
守
り
、
ひ
と
り
人
ら
が
豊

に
暮
ら
せ
る
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
編
集
部
）


